日本史プリント06　　古墳時代１
●全国的な政権の成立

01：４世紀の後半から５世紀頃に、日本の大部分を支配するようになった政府のことを

　 （　　）と言います。

02：この政府は、（　　）と呼ばれるリーダーを中心にまとまっていました。これは、後に

　 （　　）と呼ばれるようになります。
03：埼玉県（　　）古墳から出土した鉄剣には、この頃の大王の一人である（　　）の名

　　前が刻まれています。

04：この頃の豪族たちは、自分の力を示すために、（　　）という巨大なお墓をさかんに作

　　りました。そのため、この頃の時代のことを（　　）時代と呼びます。

●大和政権の海外進出

05：大和政権は、国内を統一し終えると今度は朝鮮に進出し、朝鮮半島南部の（　　）に

　　拠点を作りました。
06：４世紀の終わり頃には、（　　）と協力して（　　）や（　　）と戦いました。
07：しかし、５世紀になると高句麗の勢いが強くなったため、加羅を守ることが難しくな

　　りました。そこで、日本の大王は（　　）に助けを求めました。
08：その時、大和政権の５代にわたる大王が使いを送ったのですが、この５人の大王を

　 （　　）と呼びます。
●大和政権の仕組み

09：大和政権で一番えらいのは、もちろん（　　）です。
10：この頃、豪族は一族で集まってグループを作っていました。このグループのことを

　 （　　）と言います。そして、大王は彼らに対して（　　）という位を授けました。
11：この政治の仕組みを（　　）制度と言います。
12：大臣の（　　）氏、大連の（　　）氏などが有名です。
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